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町
政
コ
ー
ナ
ー

待
ち
遠
し
か

っ
た
春

異
常
気
象
の

　
　
残
し
た
も
の

三
月
に
は
い
れ
ば
、
と
い
う
期
待
を

裏
切
っ
て
連
日
の
寒
波
、
降
壺
ヨ
、
吹
環
ヨ

一
は
五
十
年
来
と
い
わ
れ
る
き
ぴ
し
さ
．
で

彼
岸
中
も
衰
え
を
見
せ
ず
、
二
十
五
目

ま
で
ほ
と
ん
ど
息
つ
く
間
も
な
い
厳
寒

の
再
来
で
あ
っ
た
。
三
メ
ー
ト
ル
を
越

す
積
爺
ヨ
の
ピ
ー
ク
が
三
月
二
十
日
過
ぎ

と
い
う
記
録
も
過
去
に
見
当
た
ら
な
い
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難

町
政
コ
ー
ナ
ー

　
異
常
気
象
の
原
因
は
、
北
極
付
近
に

あ
る
は
ず
の
寒
気
団
が
、
沿
海
州
・
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
方
面
に
停
滞
し
て
い
た
た

め
で
い
わ
ば
北
極
が
日
本
の
方
へ
ず
れ

て
来
た
と
で
も
い
う
形
な
の
だ
と
い
う

こ
の
分
で
は
ど
ん
な
に
順
調
に
い
っ
て

も
四
月
中
に
平
地
の
巌
ヨ
が
な
く
な
る
こ

と
は
望
め
な
い
。
軒
先
を
埋
め
て
い
る

雨
ヨ
の
た
め
知
事
選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

板
を
設
置
す
る
場
所
も
な
い
と
い
う
状

況
で
、
最
悪
の
場
合
は
五
月
の
中
旬
以

降
ま
で
雪
が
残
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

中
年
以
上
の
年
代
に
は
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
昭
和
九
年
の
異
常
豪
扇
ヨ
と
凶

作
が
思
い
出
さ
れ
る
年
だ
。

　
米
の
生
産
調
整
と
い
う
異
例
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
折
で
は
あ
る
が
、

豪
雪
に
伴
う
も
ろ
も
ろ
の
春
耕
対
策
は

こ
れ
と
は
別
に
促
進
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
こ
の
た
め
町
及
ぴ
両
農
協
で

は
苗
し
ろ
、
ト
マ
ト
、
た
ば
こ
圃
場
等

の
消
最
ヨ
促
進
を
は
か
る
た
め
ケ
イ
カ
ル

四
二
〇
〇
袋
を
関
係
全
農
家
に
配
布
す

る
た
め
の
助
成
措
置
を
講
じ
、
ま
た
、

個
々
の
農
家
で
も
苗
床
、
苗
し
ろ
用
地

を
ブ
ル
除
罷
導
す
る
等
、
豪
壷
ヨ
に
よ
る
マ

イ
ナ
ス
打
開
に
積
極
的
な
意
欲
を
見
せ

て
い
る
。
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減
反
目
標

　
　
　
達
成
の
メ
ド

　
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
部
落

座
談
会
の
結
果
に
も
と
づ
く
生
産
農
家

か
ら
の
減
反
希
望
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

四
月
四
日
に
招
集
さ
れ
た
第
三
回
生
産

調
整
推
進
協
議
会
に
報
告
さ
れ
た
。
史

上
空
前
の
こ
の
措
置
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
数
字
が
出
る
か
と
い
う
こ
と
に
大

き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
報

告
さ
れ
た
減
反
希
望
は
七
九
・
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
目
標
の
八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

対
し
て
九
六
ゼ
ニ
％
と
い
う
予
想
以
上

の
成
績
で
あ
っ
た
。
地
区
別
の
達
成
率

は
、
仙
田
地
区
が
一
四
五
・
八
％
と
目

標
を
大
き
く
大
ま
わ
り
、
次
い
で
橘
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
区
八
三
♂
九
・
％
、
千
手
地
区
七
四
、
・
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
％
、
上
野
地
区
六
三
・
五
％
め
順
。
な

緑
化
募
金
…
お
、
休
耕
と
転
作
の
割
合
い
は
休
耕
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
八
二
％
’
に
あ
た
る
六
五
、
・
ニ
ヘ
ク
タ
ー

　
緑
の
週
間
、
一
般
に
は
今
月
一
日
か
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ル
と
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
予
想
さ
れ

ら
廼
間
で
し
奈
、
九
州
は
一
か
月
…
を
む
で
あ
る
ど
れ
ら
の
警
は

早
い
一
亘
日
奮
、
反
対
に
、
北
海
…
内
容
を
籍
に
審
査
す
る
こ
と
に
よ
つ

道
で
は
五
月
一
日
か
ら
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
て
多
少
の
異
動
が
予
想
さ
れ
る
が
、
肴

　
ち
ょ
う
ど
、
小
学
校
や
中
学
校
の
入
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
後
も
な
お
追
加
申
込
み
が
出
る
見
込
み

学
式
が
あ
る
と
い
う
四
日
、
役
場
前
を
…
な
の
で
・
百
蓬
怒
ほ
罐
実
と
見

は
じ
め
要
所
要
所
に
は
、
緑
化
募
金
の
㎜
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
て
島
る
。

箱
を
手
に
し
た
中
学
生
が
立
っ
て
、
道
…
推
進
協
議
会
と
し
て
は
ど
れ
ら
に

ゆ
く
人
々
に
協
力
を
呼
ぴ
か
け
て
い
ま
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
検
討
の
結
果
、
追
加
希
望
等
に

し
た
。
盛
装
し
た
か
あ
さ
ん
と
歩
く
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
つ
い
て
さ
ら
に
四
月
二
十
目
ま
で
に
再

零
懸
暮
雛
鷲
調
査
を
行
な
い
、
特
に
嚢
三
・
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
未
満
の
農
家
組
合
に
対
し
て
は
重
点
的

募
金
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
に
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
新
し
く
小
学
校
に
は
い
る
子
の
手
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
最
終
的
の
数
字
が
確
定
す
る
ま
で
に
は

引
い
た
お
か
あ
さ
ん
も
あ
と
に
続
き
ま
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
な
お
曲
折
が
あ
る
と
し
て
も
、
第
一
回

し
た
。
そ
の
小
学
校
新
一
年
生
に
は
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
で
こ
れ
だ
け
の
成
果
を
見
た
の
は
、
食

＋
日
町
地
区
運
転
者
協
会
奮
ラ
ン
ド
替
制
度
の
霧
養
い
と
め
な
け
れ
ぱ

セ
ル
カ
バ
ー
が
贈
ら
れ
、
こ
と
し
も
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
な
ら
な
い
と
い
う
農
家
の
危
機
感
が
予

春
が
や
ぞ
き
ま
し
た
．
　
　
…
賀
上
に
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
て
い
る
。
（
企
画
室
長
丸
山
精
二
郎
）

囹
行

四二二

日日

事

四
　
　
月

千
手
地
区
消
防
幹
部
会

小
中
学
校
入
学
式
、
生
産

　
調
整
推
進
協
議
会

五
日
　
千
手
地
区
婦
人
会
役
員
会

六
日
　
仙
田
中
入
学
式
、
保
育
園

　
幼
稚
園
各
入
園
式
、
明
る
く
正

　
し
い
選
挙
推
進
委
員
会

七
日
　
教
員
面
識
会
、
民
生
委
員

推
薦
委
員
会

九
日
　
損
害
評
価
員
会
、
庁
舎
建

築
委
員
会

　
　
　
　
　
禽

十
日
　
民
生
委
員
協
議
会
（
午
前

　
九
時
三
十
分
か
ら
役
場
で
）
。

　
ほ
か
に
、
千
手
農
協
を
会
場
に

　
基
盤
整
備
委
員
会
が
、
上
野
の

　
農
業
セ
ン
タ
ー
で
錦
鯉
組
合
通

　
常
総
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
る

十
二
日
　
上
野
地
区
婦
人
会
総
会

　
午
後
一
時
か
ら
上
野
小
で
、
記

　
念
講
演
は
「
米
の
生
産
調
整
に

　
つ
い
て
」
講
師
佐
藤
産
業
課
長

十
九
日
　
橘
地
区
婦
人
会
総
会
が

　
橘
小
で
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ

　
新
井
石
龍
先
生
の
講
演
を
予
定

二
十
六
日
　
県
知
事
選
挙
投
票
日

　
（
選
挙
関
係
で
そ
の
前
、
十
九

　
日
に
選
挙
管
理
委
員
会
、
二
十

　
二
日
に
投
開
票
事
務
打
合
せ
会

　
を
予
定
し
て
い
る
。
）

二
十
九
日
　
仙
田
地
区
婦
人
会
総

　
会
（
仙
田
中
で
午
前
九
時
か
ら

　
の
予
定
、
講
演
は
中
越
社
教
課

　
長
早
川
恭
二
氏
）
、
千
手
地
区

　
婦
人
会
総
会
（
午
後
一
時
か
ら

　
千
手
小
で
、
講
師
未
定
）
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般
会
計
の
規
模
は
四
億
四
干
万
円

　
一
般
会
計
四
億
四
千
三
百
三
十
三
万

八
千
円
、
ほ
か
に
五
つ
の
特
別
会
計
の

合
計
二
億
一
千
四
百
五
十
五
万
一
千
円

合
わ
せ
て
六
億
五
千
七
百
八
十
八
万
九

千
円
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
間
の
繰

出
し
・
繰
入
れ
を
整
理
す
る
と
、
実
質

六
億
三
千
五
百
五
十
五
万
五
千
円
と
い

う
巨
額
の
新
年
度
予
算
が
成
立
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
予
算
な
ど
を
審

議
す
る
議
会
三
月
定
例
会
は
十
日
に
招

集
さ
れ
た
。
本
会
議
は
こ
の
日
と
十
一

日
の
両
日
で
い
っ
た
ん
休
会
、
そ
の
後

十
三
日
か
ら
十
九
日
ま
で
は
議
案
付
託

を
受
け
た
各
常
任
委
員
会
の
審
議
を
行

な
っ
た
。
そ
し
て
、
本
会
議
を
再
開
し

た
二
十
六
日
冒
頭
に
委
員
長
報
告
が
あ

っ
た
の
ち
、
前
出
の
よ
う
な
予
算
が
成

立
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
定
例

会
は
、
本
会
議
再
開
二
日
目
の
二
十
七

日
で
、
十
八
日
間
に
及
ん
だ
会
期
の
幕

を
閉
じ
て
い
る
。

　
定
例
会
の
議
案
は
、
い
ず
れ
も
予
算

と
予
算
に
関
連
す
る
も
の
な
の
で
、
近

く
「
町
政
の
ひ
ろ
ば
」
で
特
集
し
て
お

知
ら
せ
す
る
と
し
て
、
以
下
、
審
議
の

結
果
の
み
を
お
伝
え
す
る
。

社
会
福
祉
面

　
　
　
　
を
充
実

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
（
江
口
初
太
郎
氏
の
再
選
任
に
同

意
）
　
○
議
員
の
報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償

ヤに
関
す
る
条
例
制
定
（
原
案
ど
お
り
可

決
）
　
○
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及
ぴ

新

年
度
予
算
が
成
立
ー

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
制
定
（
同
）

○
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
　
↓
三
月
定
例
会
の
模
様

制
定
（
同
）
　
○
職
員
の
旅
費
支
給
条

例
の
制
定
（
同
）

条
例
の
制
定
（
同
）

…
処
理

　
　
冬
期
間
、

O
敬
老
祝
金
支
給

○
ね
た
き
り
老

人
見
舞
金
支
給
条
例
の
制
定
（
同
）

○
重
度
心
身
障
害
児
扶
養
手
当
支
給
条

例
の
制
定
（
同
）
　
○
税
条
例
の
一
部

改
正
（
同
）
　
○
分
担
金
条
例
の
一
部

改
正
（
同
）
　
O
特
別
職
の
給
与
及
ぴ

旅
費
額
並
ぴ
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
同
）
　
○
消
防

団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
同
）

○
国
民
年
金
印
紙
購
買
基
金
の
設
置
、

運
営
、
及
ぴ
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
（
同
）
　
○
職
員
の
勤
務
時
間

に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
（
同
）

○
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
（
同
）

○
新
潟
県
消
防
団
等
公
償
組
合
規
約
の

全
部
改
正
（
同
）
　
○
新
潟
県
交
通
災

害
共
済
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
ぴ
規
約
変
更
（
同
）

O
農
道
芝
峠
線
の
開
削
に
関
す
る
請
願

（
採
択
）
　
○
低
温
倉
庫
建
設
事
業
に

関
す
る
請
願
（
同
）
　
○
政
府
食
糧
長

期
保
管
倉
庫
建
設
費
助
成
に
関
す
る
請

の
済
ん
で

道
路
除
雪

　
　
　
　
　
道
路
を
確
保
す
る
た
め

機
械
力
に
よ
る
除
亟
ヨ
を
実
施
し
た
際

は
、
沿
道
の
み
な
さ
ん
や
通
行
中
の

か
た
が
た
に
た
い
へ
ん
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

い
な
い

の
被
害
は

　
長
い
壷
ヨ
の
間
の
ご
協
力
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
除
弔
ヨ
に
よ
る
損
傷
に
対
し
て
は
で

き
る
か
ぎ
り
の
処
理
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
漏
れ
落
ち
が
な

願
（
同
）
　
○
赤
谷
種
豚
育
成
豚
放
牧

場
建
設
に
関
す
る
請
願
（
同
）
　
O
小

千
谷
・
千
手
・
十
日
町
線
高
原
田
地
内

歩
道
新
設
に
関
す
る
請
願
（
同
）

　
な
お
、
特
別
会
計
の
各
予
算
規
模
は

農
業
共
済
二
千
四
百
八
十
二
万
三
千
円

国
保
事
業
勘
定
一
億
六
十
六
万
二
千
円

同
施
設
勘
定
一
千
八
百
八
十
二
万
七
千

円
、
へ
き
地
診
療
所
五
百
六
十
一
万
二

千
円
、
簡
易
水
道
六
千
四
百
六
十
二
万

七
千
円
、
以
上
で
あ
る
。

国
保
の
保
険
料

［
四
％
程
度
の
伸
ぴ
に

　
　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
四
月
か
ら
八
月

　
ま
で
の
国
保
の
保
険
料
は
、
暫
定
賦
課

　
と
い
う
か
た
ち
で
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

　
て
い
た
だ
く
乙
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
保
険
料
を
算
定
す
る
際
、

　
基
準
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
み
な
さ

　
ん
の
前
年
所
得
が
、
町
民
税
の
確
定
す

　
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
掌
握
で
き
な
い

　
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
、
し
た
が

　
っ
て
、
町
民
税
の
決
ま
り
し
だ
い
、
六

　
月
こ
ろ
か
ら
本
算
定
に
は
い
る
と
い
う

一
　
一
一
一
　
3
　
　
　
畠
，
，
　
　
一
1
1
　
　
r
5
　
　
　
塵
8
，
‘
」
畠
∂
∂
3
5
墨
j
j
一
の
」
・
』
，
∂
，
，
』
ρ
温
‘
j
j
島
，
皇
J
j
，
，
一
♪
」
一
一
∂
」
り

い
と
ぱ
か
り
は
断
言
で
き
な
い
う
え
　
…

こ
の
曇
ヨ
解
け
と
と
も
に
、
新
た
に
発
　
…

見
さ
れ
た
被
害
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
　
㎜

す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
未
処
理
の
損

害
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
月
三
十
目
　
㎜

ま
で
に
地
区
の
道
路
除
亜
ヨ
協
力
員
、

あ
る
い
は
、
土
木
課
ま
で
申
し
出
ら
　
㎜

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
課
）
　
…

通
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
暫
定
賦
課
の
方
法
は
、
こ
と
し
の
場

合
な
ら
、
前
年
度
す
な
わ
ち
四
十
四
年

度
の
賦
課
総
額
に
対
す
る
こ
と
し
の
賦

課
総
額
の
伸
ぴ
率
を
、
み
な
さ
ん
個
々

の
前
年
度
保
険
料
に
そ
の
ま
ま
当
て
は

め
て
割
り
出
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
九
月
か
ら
は
、
こ
の
暫
定

賦
課
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
額
と
、
本
算

定
に
よ
っ
て
決
定
す
る
保
険
料
と
を
差

し
引
い
た
額
で
納
め
て
い
た
だ
く
わ
け

で
す
。

　
四
十
五
年
度
の
保
険
料
は
、
医
療
費

の
値
上
げ
や
自
然
増
（
利
用
度
の
増
）

を
見
込
ん
で
、
総
額
で
約
五
百
万
円
の

増
額
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年

度
比
約
］
四
％
の
伸
ぴ
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
未
納
は
、
国
保
で
負
担
す

る
医
療
費
の
支
払
に
影
響
が
生
じ
ま
す

ど
．
つ
か
、
こ
と
し
も
、
す
こ
し
の
未
納

も
な
い
よ
う
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
医
療
費
の
値
上

げ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
み
る
と
、

二
月
か
ら
八
・
七
七
％
’
、
七
月
か
ら
は

九
・
七
三
’
％
（
た
だ
し
、
歯
科
の
み
二

月
か
ら
九
・
七
三
，
％
）
の
値
上
げ
に
な

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
保
険
課
）

く
み
取
り
料

　
　
　
　
を
改
定

一
八
○
団
搾
二
七
〇
円
に

　
今
月
一
日
か
ら
、
し
尿
く
み
取
り
料

金
を
改
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
く
み
取
り
料
金
は
十
八
リ
ッ

ト
ル
で
二
十
七
円
9
百
八
十
リ
ッ
ト
ル

（
約
一
石
）
二
百
七
十
円
で
す
。
こ
れ

は
、
い
ま
ま
で
の
料
金
に
比
べ
て
十
八

リ
ッ
ト
ル
当
り
三
円
の
値
上
げ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

《ら矧

e
鷺
鍵

上
昇
の
割
合
が
い

ち
ば
ん
大
き
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
裏

日
本
と
表
目
本
の

気
候
の
差
は
縮
ま
り
、
全
般
的
に

薄
曇
り
の
目
が
多
く
、
空
気
が
乾

燥
し
て
、
時
お
り
強
い
南
風
が
吹

き
荒
れ
ま
す
。
苗
し
ろ
の
準
備
や

雪
消
え
を
待
っ
て
の
野
菜
の
種
ま

き
と
、
こ
れ
か
ら
は
忙
し
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
、
あ
る
い
は
、
花
見

に
と
さ
わ
が
し
く
も
あ
り
ま
す
。

㊦
灘
鑑
報
跨
耀
纏

し
、
こ
の
よ
う
に
亜
ヨ
が
多
く
て
は

週
間
を
少
し
ず
ら
さ
な
い
と
意
味

が
あ
り
ま
せ
入
。
や
は
り
、
壺
ヨ
消

え
と
同
時
に
、
め
い
め
い
が
一
日

〃
清
掃
の
日
〃
を
こ
し
ら
え
て
、

家
族
ぐ
る
み
で
カ
や
ハ
エ
の
撲
滅

作
戦
を
実
地
に
行
な
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ま
ず
発
生
源
を
絶
つ
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
カ
や
ハ
エ

の
行
動
範
囲
は
お
よ
そ
二
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
か
、
し
た
が
っ
て

こ
れ
は
ぜ
ひ
部
落
ぐ
る
み
、
町
ぐ

る
み
の
共
同
作
戦
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◎
衆
髭
瓢
噸
騨
旺

お
お
く
を
日
本
広
報
協
会
の
機
関

紙
か
ら
拝
借
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
三
年
目
に
か
か
っ
た
と
こ
ろ

で
エ
ン
ド
・
マ
ー
ク
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
次
回
か
ら
農
業
関
係
の

カ
コ
ミ
で
も
と
考
え
て
い
ま
す
。
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（
日
赤
七
〇
年
国
際
標
語
）

人
問
を
戦
争
か
ら
ま
も
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
“
赤
十
字
の
社
員
増
強
運
動
”

　
来
月
八
日
は
世
界
赤
十
字
デ
ー
、
赤

十
字
の
創
始
者
ア
ン
リ
・
ジ
ュ
ナ
ン
の

誕
生
日
（
一
八
二
九
年
）
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
赤
十
字
社
と
い
う

の
は
、
日
本
赤
十
字
社
法
と
い
う
特
別

法
に
基
づ
い
て
、
社
員
で
組
織
す
る
特

殊
法
人
で
す
。
そ
し
て
、
赤
十
字
条
約

な
ど
に
定
め
て
あ
る
人
道
的
任
務
を
果

た
す
た
め
、
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、

健
康
の
増
進
・
疾
病
の
予
防
・
苦
痛
の

軽
減
等
を
図
る
乙
と
を
使
命
に
、
奉
仕

活
動
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
日
赤
の
新
潟
県
支
部
で
は
、
今

年
度
の
事
業
と
し
て
、
災
害
救
護
・
血

液
事
業
・
新
興
国
赤
十
字
援
助
・
青
少

年
赤
十
宇
運
動
な
ど
を
重
点
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
財
源
は
、

社
員
で
あ
る
み
な
さ
ん
か
ら
の
社
費
と

そ
れ
に
、
篤
志
寄
付
の
ふ
た
つ
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
社
費
の
増
強
や
寄
付

　
　
　
　
多

　
　
L
P
ガ
ス
の

　
　
　
　
事
故
防
止

　
○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
販
売
許
可

　
　
の
表
示
が
あ
る
店
か
ら
買
っ
て

　
　
く
だ
さ
い
。
．

　
○
あ
な
た
の
、
い
ま
使
用
し
て
い

　
　
る
設
備
に
異
状
は
な
い
で
し
ょ

　
　
う
か
。
販
売
店
か
ら
調
べ
て
も

　
　
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
新
潟
県
商
工
労
働
部
）

金
の
増
収
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
し
て

も
事
業
に
先
行
す
る
課
題
と
な
り
、
毎

年
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
こ
と
し
も
、
町
ぐ
る
み
の

赤
十
字
社
員
加
入
が
で
き
ま
す
よ
う
、

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
百
円
社
費
か
ら

三
百
円
社
費
へ
の
切
替
え
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
い
つ
も
の
よ
う
に
、
今
月
、
こ
の
社

費
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
嘱
託
員

を
通
じ
て
手
配
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
西
町
分
区
）

　
　
　
川
西
町
役
場

三
、
　
持
参
す
る
も
の

　
　
　
国
民
年
金
証
書
・
印
鑑

　
　
　
　
　
　
（
国
民
年
金
係
か
ら
）

農
耕
用
の

軽
油
免
税
証
を
交
付

L
交
付
場
所

　
十
日
町
財
務
事
務
所
間
税
課

Z
　
交
付
の
日
取
り
（
市
町
村
別
に
決

め
ら
れ
て
い
る
）

　
川
西
町
は
、
今
月
の
二
十
四
日
・
二

　
十
七
日
・
二
十
八
日
の
三
日
間

a
　
必
要
な
も
の

〈
初
め
て
交
付
申
請
を
す
る
人
〉

　
○
機
械
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
明
で

　
き
る
書
類
（
納
税
証
明
書
や
売
買
契

　
約
書
な
ど
）
　
O
農
業
委
員
会
発
行

　
の
耕
作
面
積
証
明
書
　
○
印
鑑
（
共

　
同
の
場
合
は
関
係
者
全
員
の
も
の
）

〈
す
で
に
交
付
を
受
け
た
人
で
ま
だ

　
有
効
期
間
の
あ
る
場
合
〉

O
免
税
軽
油
使
用
者
証
　
Q
印
鑑

　
た
だ
し
、
機
械
を
新
し
く
し
た
り
耕

　
作
面
積
に
変
更
の
あ
る
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
の
証
明
書

〈
す
で
に
交
付
を
受
け
た
が
そ
の
有

　
効
期
限
の
過
ぎ
た
場
合
〉

　
O
期
限
の
切
れ
た
使
用
者
証
　
Q
そ

　
の
ほ
か
は
初
め
て
申
請
す
る
入
の
場

合
と
同
じ

4。

　
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

　
①
必
ず
使
用
者
で
あ
る
本
人
が
出

　
　
向
く
こ
と
。
や
む
を
え
な
い
場
合

　
　
は
そ
の
家
族
で
も
よ
い
。

　
②
他
人
所
有
の
機
械
を
使
用
し
て

　
　
い
る
場
合
は
、
そ
れ
を
証
明
で
き

　
る
書
類
を
持
参
す
る
こ
と
。

③
　
免
税
申
請
は
名
称
・
型
式
・
燃

　
料
消
費
量
な
ど
が
正
確
で
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
の
で
、
カ
タ
ロ
グ
を

　
持
参
す
る
か
、
メ
モ
を
と
っ
て
出

　
向
く
こ
と
。
　
　
　
以
上

　
　
　
　
（
十
目
町
財
務
事
務
所
）

四
十
六
年
の
歌
会
始

　
お
題
は
「
家
」
で
す

　
　
※
お
題

　
「
家
」
：
：
・
具
体
的
な
建
造
物
の

家
ば
か
り
で
な
く
、
抽
象
的
な
家
庭
と

い
う
も
の
を
題
材
に
し
て
も
よ
い
。

　
　
※
詠
進
要
領

e
ひ
と
り
一
首
限
り
と
し
、
未
発
表

　
の
歌
で
あ
る
こ
と
。

口
用
紙
は
半
紙
を
用
い
、
毛
筆
で
自

書
の
こ
と
。
病
人
や
身
体
障
害
の
た

　
め
自
書
で
き
な
い
場
合
、
理
由
書
を

　
付
し
て
他
人
が
代
筆
し
て
も
よ
い
。

日
書
式
は
、
半
紙
を
横
に
二
つ
折
り

　
に
し
、
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

　
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

　
生
年
月
日
、
及
ぴ
職
業
を
書
く
。

〔
四
詠
進
の
期
間
は
、
九
月
一
日
か
ら

十
月
十
二
日
ま
で
。

㈲
｝
あ
て
先
は
「
（
剛
丁
一
〇
〇
）
東
京

　
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
　
宮

　
内
庁
」
。
封
筒
に
は
「
詠
進
歌
」
と

　
書
き
添
え
る
こ
と
。

　
※
そ
の
他

　
詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
室
ま
で
問
合

せ
る
か
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て

に
、
住
所
・
氏
名
を
書
き
郵
便
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て
照
会
す

れ
ば
よ
い
。

福
祉
年
金
の
給

付
を
受
け
た
ら

　
　
　
そ
の
足
で
定
時
届
を

　
五
月
六
日
に
福
祉
年
金
の
支
払
が
始

ま
り
ま
す
。

　
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
支
払

期
は
定
時
届
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に

あ
た
り
ま
す
。

　
こ
と
し
も
、
次
の
場
所
で
定
時
届
を

受
け
付
け
ま
す
か
ら
、
給
付
を
受
け
た

そ
の
足
で
お
い
で
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

、二
、

日
　
時

　
五
月
六
日
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
午
後
四
時
ま
で

受
付
場
所
仙
田
出
張
所

橘
　
出
　
張
　
所

　
上
野
農
業
セ
ン
タ
ー

　
今
月
か
ら
、
四
面
の
最
下
段
に

〃
納
税
メ
モ
〃
欄
を
新
設
し
ま
し

た
。
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
要

望
に
よ
る
と
い
う
の
は
書
い
て
あ

る
と
お
り
。
そ
れ
も
、
実
は
心
配

ご
と
相
談
員
の
藤
本
さ
ん
を
通
じ

て
の
要
望
だ
っ
た
の
で
す
。

　
藤
本
さ
ん
は
「
わ
た
し
が

取
り
次
ぐ
の
は
、
ち
ょ
っ
と

筋
が
ち
が
う
よ
う
だ
け
れ
ど

も
：
も
」
と
い
い
な
が
ら

企
画
室
ま
で
お
い
で
に
な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、

望
に
、
こ
れ
で
一
つ
お
こ
た
え
す

る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
、
川
西

町
納
税
奨
励
規
程
と
い
う
の
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
規
程
で
、
組
合
と
い
う
の

は
納
税
者
十
人
以
上
で
組
織
し
た

則
で
、
組
合
に
対
し
て
は
、
毎
年

組
合
員
一
人
に
つ
き
百
三
十
円
の

事
務
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
納
税
組
合
へ
の
加
入
状
況
は
と

い
う
と
、
上
野
・
橘
・
仙
田
は
、

部
落
組
織
の
関
係
も
あ
っ
て
全
戸

が
加
入
。
し
た
が
っ
て
加
入
を
呼

　　納
　　税
　納相
納税談

税メ1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
々
号
の

編
集
に
か
か
っ
て
い
た
乙
ろ
の
こ

と
で
す
。

　
「
税
金
の
納
期
一
覧
表
を
作
つ

て
各
戸
に
配
れ
。
」
　
「
広
報
で
も

納
期
を
周
知
せ
よ
。
」
と
い
う
要

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
納
税
組
合
が
、
組
合
員
の
町

税
を
と
り
ま
と
め
て
納
期
内
に
納

入
し
た
場
合
、
奨
励
金
を
交
付
す

る
と
い
う
趣
旨
で
す
。

　
そ
の
、
い
わ
ゆ
る
完
納
奨
励
金

広報7勺

手
は
、
税
額
百
円
．
っ
き
、
、
一
円
が
原

　
　
ぴ
か
け
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら

　
　
千
手
の
人
た
ち
に
対
し
て
で

　
　
す
。
も
し
も
、
こ
れ
を
ご
覧

　
　
に
な
っ
た
と
き
、
ま
だ
納
税

　
　
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
よ

う
で
し
た
ら
、
い
ま
す
ぐ
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
と

き
、
〃
納
税
メ
モ
〃
欄
も
、
単
な

る
納
期
の
お
知
ら
せ
欄
で
な
く
な

り
、
税
を
納
め
た
こ
と
を
確
認
す

る
欄
に
な
り
ま
す
。
（
写
真
は
先

月
六
日
の
納
税
相
談
風
景
）
　
z

、
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重
要
な

　
知
事
選
で
す

か
ら
始
ま
り
、

れ
ま
す
。
侯
補
者
の
政
見
を
よ
く
聞
い

て
、
よ
り
よ
い
判
断
を
く
だ
し
ま
し
ょ

　
任
期
満
了
に
よ
る
新

潟
県
知
事
選
挙
の
投
票

日
は
二
十
六
日
で
す
。

　
す
で
に
、
告
示
以
来

旬
日
が
経
過
し
、
選
挙

戦
は
中
盤
か
ら
追
込
み

へ
と
展
開
さ
れ
て
ゆ
き

ま
す
。

　
県
政
の
最
高
責
任
者

を
選
ぶ
た
い
せ
つ
な
選

挙
、
豪
盟
ヨ
対
策
や
交
通

対
策
に
く
わ
え
て
、
今

回
は
、
米
の
生
産
調
整

と
い
う
身
近
な
問
題
等

々
、
い
つ
に
な
い
お
お

く
の
課
題
を
か
か
え
た

重
要
な
選
挙
で
す
。

　
政
見
放
送
も
十
八
日

二
十
三
日
ま
で
続
け
ら

う
。
政
治
に
そ
っ
ぽ
を
向
く
の
は
、
政

治
を
悪
く
す
る
片
棒
を
か
つ
ぐ
よ
う
な

も
の
で
す
。

　
政
治
を
非
難
す
る
前
に
、
ま
ず
、
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
の
要
領
は

　
　
　
変
わ
り
ま
せ
ん

　
投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
と
ま
っ
た
く

同
じ
所
に
開
設
し
ま
す
。

　
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
、
今
回
、
投
票
時
間
を
繰
り
上

げ
る
と
乙
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
投
票
日
に
、
旅
行
や
勤
務
の
関
係
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
前
日
の
二

十
五
日
ま
で
、
役
場
で
、
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
出
か
せ
ぎ
中
で
あ
り
、

投
票
日
ま
で
に
帰
れ
な
い
人
は
、
出
か

せ
ぎ
先
で
も
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

琴
…
…
琴
」

月
籍
の
窓
か
ら
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
琴
し

う
ぷ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

五
十
嵐
清
新
和
長
男
野
口

星
名
　
　
薫
　
一
　
雄
二
女
　
沖
　
立

窪
田
　
稔
英
男
三
男
伊
友

藤
巻
　
淳
子
　
一
　
弘
長
女
　
塩
　
辛

田
中
　
智
子
　
久
　
義
二
女
　
下
　
原

小
林
真
由
美
　
勇
　
一
長
女
　
中
仙
田

高
橋
恵
美
子
　
盛
　
夫
長
女
　
田
　
戸

井
上
真
里
子
　
真
　
　
長
女
　
神
社
町

野
上
真
雅
枝
　
健
次
郎
二
女
　
上
　
野

中
條
節
子
　
貞
　
夫
二
女
　
元
町

小
川
　
直
人
　
滋
　
　
二
男
下
平
新
田

田
中
　
和
人
　
米
　
作
長
男
発
電
所
通

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ま
す
．
た
だ
し
、
活
場
合
は
、
手
続
（
◎
新
郎

の
関
係
か
ら
日
数
が
か
か
る
の
で
、
る
　
◎
新
婦

す
家
族
の
か
た
が
、
早
め
に
選
挙
管
理
（
◎
新
郎

委
員
会
ま
で
申
し
出
る
よ
う
に
し
て
く
　
◎
新
婦

だ
さ
い
。

中丸寒平
村山川野
　　智
君義恵
江雄子進

⑳　新
郎
　
星
名
　
達
夫
　
下
平
新
田

　
新
婦
　
吉
田
　
悦
子
　
小
千
谷
か
ら

⑳　
新
郎
佐
藤
勝
雄
小
脇

　
新
婦
　
藤
本
　
晴
江
　
茨
　
城
か
ら

⑳　
新
郎
藤
巻
宣
男
塩
辛

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
新
婦
　
高
橋
ス
イ
子
　
津
　
南
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

桑丸丸押高片金相
原山山木橋桐子崎

ナトサ恵力金　 留
ホラク作メー武二

山
田
伊
太
郎

発
電
所
通

岩
瀬

小
白
倉
原
田
元
町

新
町
新
田

原
田

新
町
新
田

仁
田

八八七七七六六四四
二一九八四九〇五四

中
島
町

長
岡
か
ら

下
原
横
浜
か
ら

町
の
人
事

▽
退
職
／
三
月
三
十
一
日
付

総
務
課
文
書
係
・
内
山
早
苗
、
産
業
課

る
と
い
う
最
も
根
本
的
な
こ
と
、
そ

の
意
義
と
い
う
も
の
が
よ
く
理
解
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
は
な

は
だ
心
も
と
な
い
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ

農
林
係
・
丸
山
寛
治
、
教
育
委
員
会
事

務
局
・
丸
山
京
子
、
川
西
幼
稚
園
・
西

潟
き
ぬ
え

▽
配
置
転
換
／
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
か
っ
こ
内
は
旧
所
属

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長
・
高
橋

英
雄
（
企
画
室
財
産
管
理
係
長
）
、
教

育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
庶
務
係

長
・
馬
場
光
雄
（
社
会
課
国
民
年
金
係

長
）
、
企
画
室
企
画
係
・
半
藤
伊
三
郎

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
、
総
務
課
庶

務
係
・
小
林
十
八
（
衛
生
係
）
、
教
育

委
員
会
事
務
局
庶
務
課
・
水
落
イ
ツ

（
社
会
課
援
護
係
）
、
社
会
課
援
護
係

田
村
允
伸
（
国
土
調
査
係
）
、
以
下
は

課
内
の
配
置
転
換
　
総
務
課
庶
務
係
・

小
海
太
禅
（
住
民
係
）
、
社
会
課
援
護

係
・
大
久
保
雪
子
（
国
民
年
金
係
）

▼
昇
　
格

一
月
一
日
付
／
健
康
管
理
室
衛
生
係

長
・
渡
辺
照
男
（
衛
生
係
）
、
四
月
一

日
付
／
総
務
課
消
防
防
災
係
長
・
関

口
良
平
（
庶
務
係
）
、
企
画
室
広
報
係

長
・
北
村
準
一
（
企
画
係
）
、
社
会
課

国
民
年
金
係
長
　
・
南
雲
直
秀
（
企
画

係
）▽

採
　
用
／
四
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
こ
内
は
出
身

総
務
課
庶
務
係
・
高
橋
伸
一
（
坪
山
）

同
住
民
係
・
川
崎
孝
一
（
越
ケ
沢
）
、

産
業
課
農
林
係
・
南
雲
晃
（
東
善
寺
）

税
務
課
税
務
第
二
係
・
清
水
幸
夫
（
下

平
新
田
）
、
国
土
調
査
課
国
土
調
査
係

水
品
文
夫
（
三
領
）
、
同
・
関
口
真
人

（
神
社
町
）
、
同
・
沢
口
則
雄
（
下
平

新
田
）
、
川
西
幼
稚
園
∴
局
山
マ
サ

（
発
電
所
通
）

　
　
　
　
以
上
、
い
ず
れ
も
順
不
同

納
税
メ
モ

　
（
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
で

納
税
案
内
ほ
ど
の
意
味
の
こ
の
欄

を
設
け
ま
し
た
。
月
ご
と
に
、
納

期
の
お
知
ら
せ
や
税
に
関
す
る
一

ロ
メ
モ
と
い
っ
た
も
の
を
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
）

今
月
は
：
：

固
定
資
産
税
第
一
期

分
の
納
期
で
す

　
　
　
　
　
　
軽
自
動
車
税
（
バ

来
月
は

　
　
　
　
　
　
イ
ク
や
軽
自
動
車

な
ど
）
の
納
期
月
で
す
。
納
税
組

合
に
お
は
い
り
に
な
っ
て
、
計
画

的
な
納
税
を
い
た
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
冬
期
分
校
も
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に

ま
だ
駈
ヨ
の
多
い
時
期
、
選
挙
の
準
備
に
は
、
何
か
と
苦
労
が
倍
加
す
る

（
二
十
七
日
、
藤
沢
で
写
す
。
）

知
事
選
を
考
え
る

　
こ
の
二
十
六
日
に
行
な
わ
れ
る
県

知
事
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
昨
年
末
の

総
選
挙
の
よ
う
な
、
投
票
率
の

わ
る
さ
を
く
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
。
だ
れ
で
も
、
満
二
十
歳

に
な
れ
ば
選
挙
権
を
持
つ
。
こ

れ
を
、
ほ
か
の
こ
と
ぱ
で
言
い

な
お
す
な
ら
、
だ
れ
し
も
、
政

治
を
度
外
視
し
た
世
界
で
の
生

活
は
有
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
み
て
、
こ

の
、
選
挙
を
通
じ
て
政
治
に
参
加
す

み
ん
な
で
反
省
を
し
て
み
た
い

　
選
挙
権
を
行
使
し
な
い
の
は

生
活
権
を
放
棄
す
る
の
と
等
し

い
。
こ
ん
ど
の
知
事
選
こ
そ
、

県
下
一
番
の
投
票
率
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し

て
県
下
一
の
清
い
選
挙
に
終
始

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
祈
っ
て

い
る
。
（
係
か
ら
甜
こ
の
投
書
を

お
寄
せ
に
な
っ
た
か
た
、
氏
名
を
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
）

　
　
　
食
小
わ
に
レ

旦
含
俳
畷

曽　　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
元
町
田
畑
　
東
洋

登
り
き
て
鶯
の
声
に
た
た
ず
め
る

願
π
の
中
き
わ
だ
ち
て
鳴
け
る
あ
り

　
　
　
　
在
草
加
金
子
　
洋
石

に
わ
と
り
は
砂
浴
ぴ
て
を
り
長
閑
さ
よ

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
　
文
峯

春
雪
の
空
半
月
の
浮
き
出
で
し

　
　
　
×
　
　
＼
　
　
×

　
俳
句
で
あ
る
か
ら
と
て
言
葉
を
特
に

ひ
ね
く
る
必
要
は
な
い
。
心
に
何
を
感

動
し
た
か
が
浮
き
出
れ
ぱ
よ
い
。
あ
ま

り
種
々
こ
ね
合
せ
て
判
ら
な
い
句
が
多

い
。
初
心
者
も
心
に
感
動
し
た
こ
と
は

そ
の
ま
ま
の
気
持
で
ま
と
め
て
み
て
下

さ
い
。
返
稿
希
望
の
方
に
は
多
少
指
導

の
説
明
を
つ
け
て
お
返
し
し
ま
す
。

’




